










はじめに 

われわれは、かつて 29 名の健常な乳児を対象とする縦断的研究において、初期の気質的傾

向が生後 1年における愛着の型と関係があることを報告した(Miyake et a1.1983,1985)。

初期の気質的特徴として、新生児期のゴムの乳首が抜き去られたときの泣きの有無。タイ

プならびに生後 7ヶ月半における見知らぬ人への反応と母との分離への反応が取り扱われ、

生後1年の母への愛着の型は、エインスワースのStrange Situationによって分類された。

生後 1年の愛着が C型(いわゆる不安定な愛着:母親との分離の後に再会した時、接近や接

触を求める一方で怒りや拒否を示すタイプ)と分類された児の中の多くが新生時期に泣き

を示し、7.5 ヶ月に恐れを示した。これに対し B 型(いわゆる安定した愛着:母親と再会し

た時、接近や接触を求めるかあるいは離れたところがらほほえみ・手をふる・話しかける

などして交渉するタイプ)の中にはそのような児は少なかった。ちなみに A型(いわゆる不

安定な愛着:母親との再会時に無視したり避けたりし交渉を求めないタイプ)はひとりも存

在しなかった。 

この研究の後、1982年に出生の児を対象としてほぼ同じような計画で生後 3年間の縦断的

研究を行い最近その資料の収集を終わった。この報告では、まずこの第2の研究から生後

1 年間における児の気質と愛着について第 1 の研究と同じような結果が得られるかどうか

を検討し、さらに生後 2年までの児の発達についての資料の一部の分析から、初期の気質

的特徴がどのように持続しているかを検討する。 


